
 
  

○県民の NDB（特定健診・医療レセプト）・介護データを個人レベルで紐づけ 
したデータをもとに、将来の疾病発症、医療費、要介護リスクの予測モデルを 
構築する。 
○さらに、予測モデルを用いた地域特性の可視化ツールやターゲットを絞った

個別指導等につながるシステム、個人が使用できる健康アプリを開発する。 
○これらの取組により、疾病、医療費、介護リスク等の将来予測に基づく、効果

的な健康づくり、医療費適正化、介護予防の施策を推進する。 
《事業の流れ》 
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健康ビッグデータを活用した健康づくりについて 

目 的 取得する健康ビッグデータ 

１ 種  別：ＮＤＢ（特定健診・医療費データ）及び介護ＤＢ（認定情報・レセ）        

２ 期  間：平成 24 年度～30 年度までの７年間分 

３ そ の 他：ＮＤＢ、介護ＤＢ特別抽出データ（匿名化された個人レベルのデータ） 

       ※各データ間の突合作業が必要 
 

 

個人データ

【介護】

・申請情報（認定情報/意見
書情報/訪問調査結果）
・給付実績等

【医療】

・医科レセプト

・ＤＰＣレセプト

・調剤・歯科レセプト等

【健診・介護予防】

・健診データ

・基本チェックリスト等

データクリーニング 
令和 3年度 4月～6月 

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ開発 
令和 3年度 7月～3月末 

システム開発 
令和 4年度以降 

【行政として】 
○重症化予防 
○年齢ごとの介護認定率の低下 
○医療費の削減 

 
【個人として】 

○健康意識の向上 
○健康づくりへの行動変容 
○健康づくり・介護予防の実践 
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認知症予測 

脳卒中予測  

高脂血症リスク 

大腿骨骨折予測 

 

高血圧リスク 

取組みの成果 

   

  

＜市町・健保組合等向け＞ 

・匿名化した個人レコード 
・ハッシュ値をもとに突合可能 

・地域分析 
・健康なまちづくり事業等 
・個別支援 
・保健指導 

達成目標 

＜個人向け＞ 

 
健康づくり 
に向けたｱﾄﾞﾊﾞｲｽ 
 
生活習慣改善、運動、
休養、禁煙、健診受診
など 

県民の健康寿命の延伸 

〈個人〉 
・健康意識の向上 
・健診の受診 
・生活習慣の改善 

〈市町・健保組合等〉 
・住民の健診受診率の向上 
・住民の生活習慣の改善 
・地域の健康状態の改善 

将来予測に基づいた健

康支援アプリの開発 

将来予測に基づき、地域特

性に応じた「個別支援強化

システム」の開発 
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